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研究成果概要 

東京大学宇宙線研究所附属明野観測所に設置した 3メートル口径大気チェレンコフ望

遠鏡（右図）を、地上ガンマ線天文台将来計画等の各種 R & Dで使用可能な試験台とし

て整備している。この望遠鏡（以下明野望遠鏡）

は現時点で国内唯一の大気チェレンコフ望遠

鏡（TeV（= 1012電子ボルト）領域ガンマ線由

来の空気シャワーから放射される大気チェレ

ンコフ光を捕らえる望遠鏡）であり、国内で開

発した観測装置の実地試験を容易にすること

を主な目的とする。 

現在明野望遠鏡で行っている R & Dは「か

に」パルサーからの可視光パルスの観測であ

る。明野望遠鏡には大気チェレンコフ光観測用

の 32画素（光電子増倍管）カメラが搭載され

ているが（参考文献[1]）、その中央画素の信号

を高速スケーラに入力して光子計数法による

周期的パルス信号の検出を試みている。本 R & 

Dの最終目標は、明野望遠鏡（可視光）と国内の電波望遠鏡で「かに」パルサーを同時

観測し、パルス信号の dispersion measureの揺らぎを精密に測定することによって、パ

ルサーを取り巻く「かに」星雲における粒子加速について新たな知見を得ることである

（参考文献[2]）。2021年度は、前年度（2021年 1月）に取得した 10時間程度の観測デ

ータの予備的な解析を行った。周期解析の結果、「かに」パルサーの主パルスと矛盾しな



い位相に約 3.3σのピークを検出した（下図：「かに」パルサーの 2周期分の位相分布）。

この結果は統計的に有意な検出とは認められないため、2021 年度後半にさらなる改善

を施し（夜光ノイズ低減のための光電子増倍管光電面のマスキング、光電子増倍管の高

電圧の調整による光電子信号

の対ノイズ比の改善、等）、

2022年 1月に可視光「かに」

パルサーの再観測を約 12 時

間行った。本データを現在

（2022年 5月時点）解析中で

ある。今後さらに本システム

および観測方法の問題点を精

査し、「かに」パルサーからの

可視光信号の観測手法を確立

する予定である。 
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